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参る種 eJ貴金属合金液 棒は桓 ･8:eJ物理量 が 参る特定 の組成領域 で藤値 を持つ

点 で極 めて興味 あ る合金 であ る｡Cu-Sn合金は この よ うな性質 を有す る代表

的例 で .この場 合 Sn20a/Qa)近傍 で以 下に示す ような現象 を皇す ることが

知 られ ている(1)o 与

(1) 電 気抵抗等温曲線は鋭い極太を持ち ,かつ Sp15-50 a/oO組成領域 は

‡ 号 く 0 であるo
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･e) 混合熱は Sn20a/O で最大oID発熱反応 (4.5KJ/g-atom)を起 す0

6) 密度 ,欝政審 ,ホール係数お よび活量 もSn20a/Oで平均値から最大

a)ズ レを示すo

これらの性質はある種 の原子会合状態が存在することを遠慮 させ ,事実 こp

考 えに基づいて定性的 (半定量的 )説明が試みられ .成功 して来 てい るci本研

究 a)目的姓陽電子哨戒a)角皮相関a)実験によ.D.この よう夜物質の電子状態 を

調 べ , ｢クラスター｣a)本性を明 らかにすること拡 ある.

図 1はCu-Sn 系に関 して測定 された角度相関曲線aJ1部である. Snの組

成 10,20,50,50,70a/Oについて測定 されてい一るがいずれorD組

成についても,(1)融点直上及 び 1150℃の測定値は実験誤差内 で温度変化に
よる影響は見 られない ,駿)e>10mRad の範囲 で ,'角皮相関曲線o'D形は

1Gaussianで充分近似できる.ら)Sn の組成が増加す ると共に角皮相関曲線は

高角慶成分.a)割合が勝少する,ことがわかったO

こe)ような角度相関曲線 に寄与する因子は電導電子 と内殻電子とである.内

殻電子の寄 与をGau.ssianと仮定 し, parabolliepart との交点 からフエ

ル ミ波数 を求めると図 2e)ようになった｡ 図2には合金密度(2)から自由電子近

･似 を用いて計算 した結果 も示 しであるO

この図から明らかなように,密度から求めたkFは Sn酸度aJ増加 と共に単

調に増加す るが,陽電子哨戒か ら求めた kFは Sn20a/O 近傍 で極小を形

成 しているO これはCu-S･n合金系 で見られる種 々の異常物性 と対応するも

の であ D , 又こa)ような合金系 において自由電子近似が不適当であることを示

す もの と考 えられ'る｡

尚 ,上記U)解析酎 1)内殻電子ゐ角相関曲線e)寄与をGou.ssianと仮定 したこ

と,臣)イオya)乱れに よるenhancementfactor を無視 したことiこの2

点 で近似 を含んでいる｡_今後険討され るべき問題 であるが,本質的な傾向は変

らない もe).t思われるo
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